
第217回　大阪小児科学会

◇◇◇ プ ロ グ ラ ム ◇◇◇

■Ａセッション  （14：00～14：36）

 座　長 九　鬼　一　郎　（大阪市立総合医療センター　小児神経内科）

 １. 無熱性痙攣で発症し二次性カルニチン欠乏症と診断した１例

 和泉市立病院１），大阪市立大学大学院医学研究科　発達小児医学２），

 西宮市立子ども未来センター３）

   左　信哲１）２），柿下優衣２），岩本裕敬１）３），澤田　智１），坂東賢二１），村上城子１）

 ２. 可逆性脳梁膨大部病変を伴う軽症脳炎・脳症を合併した腎膿瘍の１例

  PL病院　小児科１），大阪市立大学医学部附属病院　小児科２）

   岡本駿吾１）２）， 松谷恵里１）２）， 坂﨑百合１）， 上田由香１）， 寺井沙織１），濱　浩隆１），

森田こころ１）， 若原良平１）， 今村卓司１）， 西村　章１）

 ３. 視力喪失を経験した児の主体性の回復にCLSが関与した一例

  近畿大学医学部　小児科

   大橋未来，上田素子，杉本圭相，宮崎紘平，舩戸　契，田中　藍，竹村　司

■総　　会  （14：36～15：10）

 議　長 金　　太　章　（大阪市立住吉市民病院　小児科）

  　　１．平成29年度決算報告及び平成30年度予算審議

  　　２．小委員会より

  　　３．優秀演題賞表彰 

優秀演題賞受賞記念講演  

 座　長 新　宅　治　夫　（大阪市立大学大学院医学研究科　発達小児医学）

 「可逆性脳血管攣縮症候群が原因と考えられた脳梗塞の１例」

  関西医科大学　小児科学講座

  野村直宏，北尾哲也，山添敬史，山内壮作，木全貴久，辻　章志，金子一成

教 育 講 演   （15：10～16：10）

 座　長 永　井　利三郎　（プール学院短期大学）

  新専門医制度　更新基準　ⅲ小児科領域講習　（１点）対象講習

 「急性脳症の診断と治療～小児急性脳症診療ガイドラインから～」

  水　口　　　雅（東京大学大学院医学系研究科　発達医科学）
※単位の取得には，60分の講演にすべて出席することが必要です。 
　遅刻や途中退席の場合，聴講は可能ですが，単位は取得できません。



第９回「低線量被ばくを考えるセミナ－」

日 時： 2018年４月７日（土）
大阪小児科学会（大阪市立大学医学部附属病院５階講堂）終了後開催。

会 場：学会終了後，同じ会場で引き続き開催いたします。講演と質疑で約２時間を予定。

原子力災害による放射線被曝の長期的課題

－チェルノブイリ原発事故医療支援の経験を通して－

松本市長　菅 谷 　昭

　私は1996年１月から2001年６月までの５年半にわたり，チェルノブイリ事故により高度に
汚染されたベラルーシ共和国で医療支援活動に身を投じてきた。帰国後，久し振りに事故後

26年（2012年）および30年（2016年）が経過した年に，ベラルーシの汚染地域の視察を行っ
た。事故当初の居住禁止地域では，広範な除染対策を実施したにもかかわらず，引き続き居

住が禁止されており，更に低濃度汚染地域では，子どもたちの健康被害の現状やその他の健

康関連の情報も入手することができた。学童たちにおいては，免疫機能低下による易感染性

の問題や貧血等の造血器障害，極度の易疲労症状，また周産期異常として，低体重児出産，流・

早産，死産，先天異常等の増加，加えてセシウムの体内蓄積などに関する問題，並びに国に

よる継続実施中の定期健康管理対策等の実態を報告し，併せて長期にわたる低線量被曝に伴

う健康への影響の可能性について述べたい。

 主催：大阪小児科学会地域医療委員会

■Ｂセッション  （16：10～16：58）

 座　長 河　崎　裕　英　（関西医科大学　小児科）

 ４. 乳児期に発症した若年性皮膚筋炎の１例

 大阪大学大学院医学系研究科　小児科学

  織辺圭太，林　良子，廣恒実加，近藤秀仁，岩谷祥子，富永康仁，下野九理子， 

 　青天目信，大薗恵一

 ５. 気管支喘息として通院加療を受けていた閉塞性細気管支炎の一例

  大阪市立大学医学部附属病院　小児科・新生児科１），

 はぐはぐキッズクリニック２），大阪はびきの医療センター　小児科３）

  　藤川詩織１）２），冨田和慶１），春日彩希１），濱崎孝史１），新宅治夫１），

  　東出　崇２），吉田之範３），亀田　誠３）

 ６. 急速に気道閉塞を来たし、人工呼吸管理を要したT細胞性リンパ芽球性リンパ腫の１例

  関西医科大学　小児科学講座

  寺本芳樹，山口　正，野田幸弘，河崎裕英，金子一成

 ７. 肥満検診を契機に診断された巨大多房性卵巣囊胞を伴う原発性甲状腺機能低下症の一例

  西宮市立中央病院１），あさだこどもクリニック２），和泉市立病院３）

  菅原祐一１）３），浅田　稔２）３），堀田優子３），寺川由美３），林　絵里３），坂東賢二３），

 　村上城子３）

・ Ａ～Ｂセッションは講演各６分，討論各６分とし，教育講演は講演50分，質疑応答10分と
します。


